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御中 
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   岡山県保健福祉部健康推進課  

 

新型コロナウイルス感染症に対応した医療体制に関する補足資料の送付について 

（その６の２） 

 

 このことについて、厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部から別添の

とおり事務連絡がありましたので、御了知の上、貴会員への周知をお願いいたしま

す。 

なお、この事務連絡は次のホームページに掲載していますのでお知らせいたします。 

 

記 

 

岡山県保健福祉部からの医療安全情報等のお知らせ 

http://www.pref.okayama.jp/site/361/ 

 

 

 

 

岡山県保健福祉部健康推進課 

感染症対策班 

TEL:086-226-7331 

FAX:086-225-7283 

 

 



事 務 連 絡 

 令和２年３月 1３日 

 

 

各          衛生主管部（局） 御中 

 

 

 

厚生労働省新型コロナウイルス感染症 

対策推進本部 

 

 

新型コロナウイルス感染症に対応した医療体制に関する補足資料の送付について 

（その６の２） 

 

新型コロナウイルス感染症について、「帰国者・接触者外来」及び「帰国者・接触者相談

センター」の設置等について事務連絡を発出し、それらについての補足資料も発出しました

が、今般、追加のQ＆Aを作成しましたので、ご連絡します。 

本資料をご確認の上、関係各所へ周知を行っていただきますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                【照会先】 

厚生労働省新型コロナウイルス対策推進本部 

技術総括班、医療体制班（内線：8072、8073） 

TEL 03-3595-3205 

 

 

都道府県 

保健所設置市 

特別区 



新型コロナウイルス感染症に対応した医療体制についての Q&A 

（追加分） 

 

 

（答）「家庭内でご注意頂きたいこと～８つのポイント～」（別添１）をご参

照下さい。 

 

 

（答）周産期医療については、平時から、合併症を有する等のハイリスク妊

産婦に関して、一般医療機関、地域周産期母子医療センター、総合周産期母

子医療センターでの連携を行っているところです。 

新型コロナウイルス感染症の妊産婦についても、地域の実情に合わせて、

既存の周産期協議会等を活用し、新型コロナウイルス感染症対策を協議する

協議会とも連携しながら、妊産婦の病状（重症度、合併症の有無、妊娠週数

等）や新型コロナウイルス感染症の感染の有無を考慮した適切な医療体制

（医療機関の役割分担）について、早急にご検討ください。 

なお、協議の場では、周産期医療を担う医療機関の関係者等が参加し、受

入医療機関の設定や、輪番制の構築など、具体的な受入体制について話し合

ってください。 

 

 

（答）新型コロナウイルス感染症は小児については重症化しやすいという報

告はありませんが、重症化した場合に小児医療の体制が整った医療機関に受

け入れてもらえるよう、地域の関係者と協議を行っていただきたいと考えて

おります。なお、基礎疾患を有する小児の治療が必要な場合についてもご検

討ください。 

 

（問１）新型コロナウイルス感染が疑われる方の家族に対して、伝えておく

注意点はありますか。 

（問２）新型コロナウイルス感染症患者であって妊産婦である方の受入体制

はどのように協議を行えばよいでしょうか。 

（問３）新型コロナウイルス感染症患者であって小児である方の受入体制は

どのように確保すればよいでしょうか。 



 

（答）新型コロナウイルス感染症の入院患者を診療する場合は、標準予防策

に加えて飛沫予防策及び接触予防策を行ってください。標準予防策としては、

サージカルマスクの着用と手指衛生の励行を徹底してください。 

同患者の鼻腔や咽頭から検体を採取する際には、それに加えて、眼の防護

具（ゴーグルまたはフェイスシールド）、ガウン及び手袋を装着してくださ

い。 

また、同患者に対して、エアロゾルが発生する可能性のある手技（例えば

気道吸引、下気道検体採取等）を実施する場合は、N95 マスク（または DS2

など、それに準ずるマスク）、眼の防護具（ゴーグルまたはフェイスシール

ド）、ガウン及び手袋を装着してください。 

再使用可能な眼の防護具は使用後に消毒用アルコール又は 0.05％次亜塩

素酸ナトリウムによる消毒をおこなってください。クルーズ船での対応のよ

うな特殊な場合を除いて、院内で全身を覆う着衣の着用は必須ではありませ

ん。 

 

 

（答）「医療機関における新型コロナウイルス感染症への対応ガイド（第２

版 ver.２.１）」（令和２年３月 10日付け日本環境感染学会）によると、陰

圧室での対応が難しい場合は、通常の個室で管理し、室内の換気を適切に行

うように（６回／時以上行うことが望ましい）、と記載されています。エン

ビラを含む空気清浄機は必須ではありません。なお、エアロゾル発生手技を

行った後は、特に外気との換気を十分に行ってください。 

 

（問５）病床が陰圧でない場合、空調、換気面で配慮すべき事項はあります

か。「エンビラ（高性能空気清浄機）」が必要となりますか。 

（問４）新型コロナウイルス感染症の入院患者を診療する場合の標準的な予

防策は、サージカルマスク、ゴーグル、手袋でよいですか。「医療機関

における新型コロナウイルス感染症への対応ガイド（第２版 ver.２.

１）」（令和２年３月 10 日付け日本環境感染学会）によると、エアロゾ

ル発生手技を行う際は、N95、ゴーグル、手袋、ガウンとありますが、

サージカルマスクと N95 の使い分けは、エアロゾル発生手技の有無に

より判断することでよいですか。クルーズ船での対応のように、院内で

防護服を使用する必要はありますか。 



 

（答）基本は患者に対応する医療従事者を分けることが望ましいと考えます。

しかし、体制上困難な場合、医療従事者が適切な感染防護を行い、他の患者

と導線を切り離して対応することが可能であれば差し支えありません。ただ

し、適切な感染防護ができなかった場合等で対応している医療従事者の感染

が否定できない場合は、一般患者への対応を行わないことを考慮するなどに

ついて、適宜、各医療機関でご判断をお願いします。 

 

 

（答）同一のフロアで入院診療を行う場合、一般の患者と新型コロナウイル

ス感染症の患者で病室を分けるようにしてください。それぞれの病室が壁に

より区画されている環境であれば、一般の患者と新型コロナウイルス感染症

の患者の病室が隣り合っていても問題はありません。ただし、時間的・空間

的な配慮により患者の動線が重ならないように十分注意してください。また、

患者又は関係者が病室の出入りをする場合には、手指衛生を必ず実施するよ

う指導を行ってください。また、ポータブルトイレ等の使用により新型コロ

ナウイルス感染症の入院患者が使用するトイレが他の患者等と共同使用と

ならないように留意してください。 

なお、新型コロナウイルス感染症患者への対応を行った職員については、

院内感染対策防止の観点から、発熱や肺炎症状を有していないか等を確認す

る等のフォローアップを行ってください。 

 

 

（答）病床まで移動距離がある場合も、患者と直接接触した箇所や体液等が

付着した恐れがある箇所については、アルコール又は 0.05％次亜塩素酸ナ

（問６）医療スタッフの体制上、一般の患者と新型コロナウイルス感染症の患

者を兼任で対応することとなりますが、可能ですか。 

（問８）コロナ用病床を高層階にせざるを得ない場合、１Ｆから病床まで移

動距離が長くなりますが、入院時の消毒等の留意事項について示して

ください。 

（問７）一般の患者と新型コロナウイルス感染症の患者を兼任で対応する場

合において、同一のフロアの中で一般患者と分けて診療する際、どの程

度の距離をとるべきでしょうか。一般患者と新型コロナウイルス感染

症の患者を兼任で対応する際の感染対策、動線などの留意点を示して

ください。 



トリウムによる清拭で消毒を行ってください。上記の環境清掃・消毒を行う

者についても適切な感染防護策を実施してください。また移動に際して使用

するエレベーター等についても同様の消毒を行ってください。 

 

 

（答）感染症指定医療機関以外で入院患者の受入れを行う場合、令和２年２月９

日付の事務連絡でお示ししているとおり、個室に入院させることが望まし

いと考えられます。ただし、新型コロナウイルス感染症の診断が確定してい

る場合には、同疾患の確定している複数の患者を同一の病室で治療するこ

とは差し支えありません。いずれの場合も病室に陰圧機能は必須ではあり

ません。また、ポータブルトイレ等の使用により新型コロナウイルス感染症

の入院患者が使用するトイレが他の患者等と共同使用とならないように留

意してください。 

多床室での管理において、特別な病床ごとの距離の指定はありません。入

院患者には適切な装着方法でのマスクの使用と手指衛生の徹底を説明して

ください。 

（問９）感染症指定医療機関以外での入院患者の受入れを行う場合、感染予

防策として、どの程度の対策が必要になるのですか。また、多床室で受

入れざるを得ない場合、病床ごとの距離はありますか。 



（一般社団法人日本環境感染学会とりまとめを一部改変）令和2年2月29日版

ご家族に新型コロナウイルス感染が疑われる場合

家庭内でご注意いただきたいこと
～８つのポイント～

個室にしましょう。食事や寝るときも別室としてください。
・子どもがいる方、部屋数が少ない場合など、部屋を分けられない場合には、少なくとも
2m以上の距離を保ったり、仕切りやカーテンなどを設置することをお薦めします。
・寝るときは頭の位置を互い違いになるようにしましょう。

ご本人は極力部屋から出ないようにしましょう。
トイレ、バスルームなど共有スペースの利用は最小限にしましょう。

部屋を分けましょう

 心臓、肺、腎臓に持病のある方、糖尿病の方、免疫の低下した方、
妊婦の方などが感染者のお世話をするのは避けてください。

感染者のお世話はできるだけ限られた方で。

使用したマスクは他の部屋に持ち出さないでください。
マスクの表面には触れないようにしてください。マスクを外
す際には、ゴムやひもをつまんで外しましょう。

マスクを外した後は必ず石鹸で手を洗いましょう。
（アルコール手指消毒剤でも可）

※マスクが汚れたときは、すぐに新しい清潔な乾燥マスクと交換。
※マスクがないときなどに咳やくしゃみをする際は、ティッシュ等で口と鼻を覆う。

マスクをつけましょう

こまめに石鹸で手を洗いましょう、アルコール消毒をしま
しょう。洗っていない手で目や鼻、口などを触らないようにし
てください。

こまめに手を洗いましょう

裏面へ



定期的に換気してください。共有スペースや他の部屋も窓を開
け放しにするなど換気しましょう。

換気をしましょう

共用部分（ドアの取っ手、ノブ、ベッド柵など）は、薄めた市販
の家庭用塩素系漂白剤で拭いた後、水拭きしましょう。
・物に付着したウイルスはしばらく生存します。
・家庭用塩素系漂白剤は、主成分が次亜塩素酸ナトリウムであることを確認し、使用量の
目安に従って薄めて使ってください（目安となる濃度は0.05%です（製品の濃度が6%の
場合、水3Lに液を25mlです。））。

トイレや洗面所は、通常の家庭用洗剤ですすぎ、家庭用消
毒剤でこまめに消毒しましょう。
・タオル、衣類、食器、箸・スプーンなどは、通常の洗濯や洗浄でかまいません。
・感染者の使用したものを分けて洗う必要はありません。

 洗浄前のものを共用しないようにしてください。
・特にタオルは、トイレ、洗面所、キッチンなどでは共用しないように注意しましょう。

手で触れる共有部分を消毒しましょう

体液で汚れた衣服、リネンを取り扱う際は、手袋とマスク
をつけ、一般的な家庭用洗剤で洗濯し完全に乾かしてくだ
さい。
・糞便からウイルスが検出されることがあります。

汚れたリネン、衣服を洗濯しましょう

鼻をかんだティッシュはすぐにビニール袋に入れ、室外に
出すときは密閉して捨ててください。その後は直ちに石鹸で手
を洗いましょう。

ゴミは密閉して捨てましょう

 ご本人は外出を避けて下さい。
 ご家族、同居されている方も熱を測るなど、健康観察を
し、不要不急の外出は避け、特に咳や発熱などの症状が
あるときには、職場などに行かないでください。


